平成23年11月1日

「未来へ向かおう、岩手」
いわて復興エイド基金の運用について

平成23年3月11日。東日本大地震津波により東北地方は甚大な被害を受けました。

岩手県においても沿岸部は壊滅的なダメージを受け、いま尚、将来に不安を抱えたままの生活を余儀なくされています。また、この震災により、親が死亡、又は、行方不明となっている児童、生徒が大勢います。このような子どもにエイド(支援)という輪を広げようと、金谷嶺孝氏（岩手在住・プロゴルファー)を中心に県内有志はもとより、プロスポーツ選手やさまざまな仲間の協力のもとプロジェクトを立ち上げ、募金が集まっています。今後も、さらに支援の輪を広げつつ、子どもたちを見守る活動を続けてまいります。
【目　的】
　いわて復興エイドは民間の有志による活動組織であることをご理解いただき、震災により、親が死亡、又は、行方不明となっている18歳以下の子どものうち、A『学校の運動部に所属する児童・生徒』B『スポ少・クラブチーム等スポーツ団体に所属する児童・生徒』を支援することを目的とします。
【事　業】
1 A『学校の運動部に所属する児童・生徒』B『スポ少・クラブチーム等スポーツ団体に　

 所属する児童・生徒』の活動に必要な用具購入を支援する。
2 個人、団体での練習に係る費用を支援する。(全額又は一部負担)

3 個人、団体での遠征・合宿等に係る費用を支援する。(全額又は一部負担)

4 前各号に掲げる支援に付随又は関連する事項
【申　請】
目的の条項に当てはまる子どもの里親又は家族の方は所定の申請書に記入の上、子どもが通う学校長及びスポーツ団体の代表者の承認を受け、学校からいわて復興エイド事務局に提出してください。事務局選考委員会で審査いたします。

· 用具やウエアは出来るだけ具体的に指定し、地元販売店で購入できるものはなるべく地元で購入してください。

【支援金額の上限について】

	競技用具の購入費用の補助
	１回の申請に付き、複数の用具の合計は１0０,０００円を限度とする。


	遠征時に係る個人負担費用を一律補助

	①宿泊を伴う県外遠征の場合
	交通費実費
	１０，０００円×宿泊日数

	②宿泊しない県外遠征の場合
	交通費実費
	一律　５，０００円

	③宿泊を伴う県内遠征の場合
	交通費実費
	8，０００円×宿泊日数

	④宿泊しない県内遠征の場合
	交通費実費
	一律　3，０００円


· 遠征、合宿等について、補助がある場合は、その補助金を引いた金額

· 海外遠征の場合は、別途支援を選考委員会で決定します。
· ナショナルチームの合宿費用等は、別途支援を選考委員会で決定します。

· その他、学校の運動部とスポーツ団体の環境を鑑みた支援は、別途支援を選考委員会で決定します。

【岩手復興エイド基金の主な支援例】
◎競技スポーツを目指すために必要なユニフォーム、練習着、スパイクなど用具全般。

　メーカー名、サイズ等を具体的に指定すること。

◎日々の練習や活動に必要と思われる物でも申請することができる。
　サポーターやバック、補助器具などの他にも、移動手段としての自転車など。

◎各種大会、遠征、合宿などに関わる費用も支援。交通費や宿泊費など
【基金に関する問合せ先】

　　いわて復興エイド事務局　（一般社団法人　東日本絆コーディネーションセンター準備室）

　TEL.019-614-3830　　　　　　担当　佐々木 090-3120-3306

